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共同学習によって住民が互いに学びあい
自分たちが住む地域を実践の場にしてはじめた活動を通して信頼関係を築き
その営みが地域を動かす原動力となることを　
私たちは分科会のタイトルに思いを込めて　事例を交えて報告します





◆岡山市の公民館について

◆取り組みの背景

◆公民館の事例紹介

◆まとめ
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報告のながれですが
まず、岡山市の公民館について補足説明をします
次に、地域活性化の「取り組みの背景」にふれ
「岡山市の公民館の取り組み事例」を紹介し
その取り組みの考察をもって「まとめ」とします




岡山市の公民館について
・岡山市教育委員会が所管

・社会教育法に準拠した教育機関

・社会教育主事（専門職）が配置

地域 社会自己
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最初に岡山市の公民館のことを説明いたします。

岡山市の公民館は、教育委員会が所管の社会教育法に準拠した教育機関です。
職員の人件費、施設の管理費、事業費はすべて岡山市が負担しています。

岡山市は中学校区ごとに１館整備されています。
平均２～３の小学校区を抱えており、その土地に古くから住んでいる人と密着した公民館というよりは、
多様で広域から集まった人たちによって公民館が運用されている都市型公民館です。

公民館では、「自己」「地域」「社会」をつなげて自分事に引き寄せて考える活動を展開しており、
その活動を支援する「社会教育主事」の資格を持った職員が配置されています。




共同
学習

実践

ファシリテート

町内会
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企業 ＮＰＯ

民生委員

個人

個人
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団体

公民館

プレゼンター
プレゼンテーションのノート

他者との学びあい（共同学習）で人が成長し、エンパワメントした人たちの「実践」によって地域や社会が豊かになることをめざし、
公民館職員は人や団体をコーディネートするだけでなく、モチベーションをあげて活動できるよう「ファシリテート」しながら取り組んでいます。





営利活動を禁止している

職業訓練的事業を行っていない
国の外郭団体やNPOが実施

岡山市の公民館では
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本題に入る前に、みなさんに押さえていただきたいポイントがあります。
それは、岡山市の公民館では、純粋な営利活動は禁止され、
職業訓練的な事業は民間やＮＰＯが担っている、という現状です。




岡山市の公民館が捉える
地域活性化 と収入向上
・まちに誇りと愛着
・住み続けたいまち

＝地域活性化
・活動を持続するための資金

＝収入向上
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そのため私たちは「地域活性化」と「収入向上」を次のようにとらえています。

自分たちが住むまちに誇りと愛着を持ち、いつまでも住み続けたい町になるための地域での様々な取り組みを地域活性化の営みとし、
その活動を維持するための資金を得る活動を収入向上の活動と考えています。




取り組みの背景



日本社会の変遷 ～1960年

村社会が生活の基盤
共有財産を守る

住民の堅い結束

1960年代 高度経済成長
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ここからは、「地域活性化」を考える元になった背景について説明します

日本は、１９６０年代の高度経済成長を経て、社会のライフスタイルや価値観が大きく変わりました。

それまでは、村社会が生活の基盤となり、地域の共有財産を守ることで、住民の堅い結束が生まれ、それが地域を支える力になっていました。




農 業

製造業
サービス業

多世代同居

核家族

交通網・情報網
の

発 達

大都市へ
人口集中
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高度経済成長以降は、産業の比重や家族形態が図のように変わり、交通網や情報網の発達により、人口が大都市へ集中するようになりました。

〔お手元の補足資料に根拠となるデータを載せていますので、あとでご覧ください〕



効率・便利・多忙

地域社会での活動が
維持できなくなるおそれ
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効率の良い便利な生活は人を多忙にし、今も続く若者の大都市への人口移動は、
地方の高齢化を招き、地域社会での活動が維持できなくなるおそれもでてきました。




国・自治体
施策

成果
課題

市民グループ

住民
公民館

ＮＰＯ

専門機関
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国や自治体が施策を打ち出すも、それだけでは日本の社会が抱える少子高齢化をはじめとする課題の解決には至りません。

法律の限界をカバーしたり、施策をより深く地域に浸透させるために、「市民グループ」「ＮＰＯ」や「公民館」や「専門機関」が課題の掘り起こしをしたり、対策を考えたりして学びあいながら、地域での活動を担っています。




経済的な暮らしを支える

精神的な豊かさを求める

自分の存在意義

地域や社会が豊かに
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戦後につくられた日本の公民館は、暮らしを支える学びを住民とつくり実践活動をしてきましたが、
高度経済成長以降、精神的な豊かさを求める活動に変化してきました。
つまり、人の役にたつことで自分の存在意義を実感し、
その営みが地域や社会をも豊かに変えていくという活動が広がっています。




公民館の事例紹介
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では次に、心の豊かさを求める活動が、岡山市の公民館でどのように展開されているかを紹介します。




地域でのつながり

自由に集い交流する

特技・経験・趣味を活かす

退職者が生きがいをつくる
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公民館は、いろいろな人が自由に集い、交流する場
その人が持つ特技や経験、趣味などを活かすことができる場
退職者が地域での生きがいをつくる場となり、
ここでの活動が、地域でのつながりに広がっていきます

特に仕事をしていた人たちが退職後、いかに地域の中でつながりを作るかが社会的な問題になっていましたが、
岡山市の公民館は退職者が地域で生きがいを作る貴重な場となっています。




【うどん亭つどい】
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地域で人とのつながりを持ってこなかった人と地域をつなぐ事業を、二つ紹介します。
最初の写真は、会場館である西大寺公民館の「うどん亭つどい」の活動です。

うどん作りのプロから、うどんの打ち方を教えてもらった人たちがボランティアとなり、「うどん亭つどい」を開いて月に一度、公民館でお客さんに食べてもらっています。
将来的には、地元の商店街にお店を出して、地域のカフェにしたいという夢を持って活動しています。
また、この写真のように出前ボランティアにも出かけ、うどんの打ち方を教えています。

今日の昼食にみなさんもご試食いただけることになっていますので、楽しみにしていてください。ボランティアのみなさんも腕によりをかけて準備しています。




【ゆったりすとカフェ】
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この写真は、岡南公民館の「ゆったりすとカフェ」です。公民館で定期的にカフェを開き、こだわりのみなさんがコーヒー豆の焙煎から準備して、おいしいコーヒーを入れています。コーヒーを飲むだけでなく、時には音楽の生演奏を聴いたりして、人が集う場になっています。

どちらの活動にも、男性と女性が参加しています。コーヒーやうどんは実費をもらって提供しています。
活動を持続していくための資金であり、個人の収入にしていません。




公 民 館 から

地 域 へ

実践活動の場
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ご紹介しました２つの取り組みは、関わる人にとっては、生きがい・やりがいとなり、
そこに集う人同士が自由に話し、地域でのつながりをつくる場になっています。

「うどん亭つどい」のように、将来的にはソーシャルビジネスを視野に入れている活動もありますが、
なかなか活動の場が公民館から地域へ広がっていきません。

しかし、このような状況から、はじめの一歩を踏み出した取り組みがあります。
【岡西（こうざい）公民館「三門（みかど）学区地域のみんなでつながり隊」】の取り組みをご紹介します。




三門学区
地域のみんなでつながり隊



三門学区①
・岡山駅に近い・商業店舗が多い・学校園、医院が充実 JR岡山駅

JR備前三門駅

スーパー
スーパー

岡西公民館

幼稚園

高等学校

高等学校

保育園

小学校

中学校

飲食店

飲食店

飲食店

銀行

店舗
店舗

ホームセンター

衣料品店

ドラッグストア

コンビニ

コンビニ

飲食店

飲食店

飲食店

店舗
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まずは、この取り組みをはじめている岡西公民館のある三門学区を簡単にご説明します。

三門学区のエリアは、岡山駅から西に約１キロに位置しています。
学区内には東西を走る幹線道路と南北を走る幹線道路が交差しており、朝と夕方の通勤時間帯には、交通量が非常に多くなります。

JR線、路線バスも通って交通の便がよく、幹線道路沿いにはスーパーや飲食店などの多くの商業施設が立ち並んでいます。
また、学校園、医院も充実しており、生活の利便性は高い学区です。



【７０歳以上】

年齢構成
2013年6月末総人口：9,647人

三門学区②
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では、こちらの学区内の年齢構成を示した円グラフをごらんください。２０１３年６月末でのデータを基にしています。
この時の三門学区の総人口は９，６４７人です。

左側の円グラフの黄色の部分が１５歳未満、オレンジ色が１５歳から６４歳未満、そして青色が６５歳以上を表しています。

青色の６５歳以上は２、５４９人と、全体の約四分の一を占めています。

右の円グラフは７０歳以上の人数です。１，９０９人で６５歳以上の高齢者の中に占める割合が非常に多いことがわかります。
そしてその中の約四分の一、５１５人の方が１人暮らしをしています。

利便性が高いにも関わらず、子どもは少なく、７０歳以上が占める割合が非常に多いことが三門学区の特徴といえます。



公民館

【活動のきっかけ】

困っている
高齢者

役立ちたい
地域住民

2014年2月立ち上げ

地域のみんなでつながり隊

共同学習
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「地域のみんなでつながり隊」を立ち上げることになったきっかけは、公民館の職員が地域の愛育委員、民生委員、包括支援センター職員から、ゴミ出しや蛍光灯の取り換えなど、日常のちょっとしたことで困っている高齢者がいるという話を聞くことが多くなったことでした。

おりしも２０１２年より国の施策で在宅医療・在宅介護が推進されることになり、これからますます地域で生活する高齢者が増える、ことが考えられました。

そこで、図のように地域の中で人の役に立ちたいと思っている人々と、ちょっとした手伝いなどで支援を求めている高齢者をつなげるために、「今地域に必要なことは何か」をテーマにした連続講座を開いて学習を重ねました。
講座終了後は参加者と一緒に地域での具体的な活動に移すための話し合いを重ね、２０１４年２月に「地域のみんなでつながり隊」を立ち上げました。


※これ以降、「地域のみんなでつながり隊」を「つながり隊」と省略させていただきます。




【目指している地域】

大 人

高齢者 子ども
顔の見える
関係

お互いが支えあえる地域
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私たちが目指している地域は、そこに住む高齢者・子ども・大人がお互いに見守り、声かけしあいながら、お互いを支え合える関係性のある地域です。

「つながり隊」の活動から、そうした地域づくりへつながる仕組みができないかを試みています。



【組織図】 

包括支援センター 
三門担当 

保健師 
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こちらは「つながり隊」の組織図です。
「地域住民」が活動主体となり、その活動を民生委員、愛育委員などの地域団体、そして公民館、地域包括支援センター職員が支援をしています。

「つながり隊」の活動は助け上手と助けられ上手が、ともに支えあう地域を目指す、大切な地域資源として期待されています。



■対象
・三門学区在住の７０歳以上の
一人暮らしまたは夫婦世帯

■活動内容
・日常生活の中で困ったことを
無料で手伝う

・活動時間は１時間以内
・基本２人１組で活動

【対象・内容】

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それではここから具体的な活動の話に移ります。

「つながり隊」の活動対象は、三門学区の７０歳以上の一人暮らしまたは夫婦世帯とし、日常生活のちょっとした困りごとを「無料」で手伝うという活動をしています。
活動時間は1時間以内で、基本は二人一組で活動になります。



【活動のながれ】

サポーター

【月当番】
サポーター

利用者

同行
サポーター

公民館
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次に、活動の流れを説明します。

まず、利用者は　《クリック①》　公民館へ電話で依頼をします。次に公民館から、《クリック②》　その月の当番サポーターへ依頼内容を引き継ぎます。月当番は、メンバーの活動状況や依頼内容を見て　《クリック③》　手伝いに行くサポーターを指名し、依頼内容を伝えます。

指名されたサポーターは、二人一組の活動が基本なので、《クリック④》　自分と一緒に活動に同行するサポーターを依頼します。そして利用者に電話をして、《クリック⑤》　具体的な内容や日時の確認・打ち合わせをしてから実際のお手伝い活動をします。

活動がすんだら、《クリック⑥》　月当番に活動終了の報告します。報告を受けた月当番は、《クリック⑦》　公民館にその旨を連絡して、終了となります。



【活動の様子①～窓ふき】

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは家の窓ふきの手伝いに行った時の写真です。
依頼は窓ふきだけでしたが、網戸が壊れていたのに気が付いたので網戸の修理も一緒にしました。
依頼された以外のことでも1時間以内にできることなら、積極的に手伝いをしています。



【活動の様子② ～買い物同行】
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こちらは近所のスーパーへ同行して買い物を手伝っているところです。
ほかにも、ゴミ出し、ワックスがけ、庭の草取りなどの手伝いをしています。
リピートして依頼をしてくれる高齢者も出てきており、少しずつですが活動が定着してきています。

依頼をした高齢者の方からは
「困った時に頼れるところがあって心強い」「こういう活動が地域にあるなら安心して暮らせる」といった声が届けられています。




●合意形成
月１回の連絡会で感想・課題を
出しあい運営規範を作り上げる

●一人ひとりがリーダー
リーダーは月当番制
誰もがリーダー経験
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活動で得た気づき・課題などは月1回の定例連絡会で出しあって共有し、合意のもと運営ルールを作り上げていっています。
必要に応じて地域包括支援センター職員や、その他関係機関職員にも連絡会に出席してもらい、アドバイスを受けたり情報共有を行っています。

また、メンバー1人ひとりが活躍できるよう、リーダーを月当番制にしています。先程の「活動の流れ」でも説明しましたが、「月当番」はみんなが活動に携われるよう、活動バランスの調整役を担うほか、定例連絡会の進行も行います。翌月の当番役は、連絡会で記録係を担当します。そうすることでスムーズに引き継ぎができるようにしています。

こうした活動を通してメンバーたちは力をつけていっています。



【変わりはじめた人・地域】

サポーター

信頼関係
高齢者

地域団体

地域での支え合いが必要
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つながり隊のメンバーは、自分の力を役立てることができ、人に喜ばれることが　「生きがい・やりがい」、そして自信につながっています。今では自分の言葉で実践を発表できるようになってきています。

利用する「高齢者」は、困り事を助けてもらえるだけでなく、手伝いにきたメンバーとの会話で地域社会と自分がつながっていると感じて安心感を得ているようです。
実際リピートで伺う人の中には、少し不自由だった足の運びがしっかりしてきた方もいます。

このように利用者が　《※クリック》　元気に、前向きになってきていることが、さらに活動する人のやりがいにつながる、それがまた利用者へ伝わりと、　《※クリック》　こうした繰り返しで、《※クリック》地域でのお互いの信頼関係が強まってきています。

また、地域団体には「自分たちがしないといけなかった」と感じ始めているところもあり、地域住民が「地域での支えあいが必要だ」と実感しはじめ、自分の問題として考えるようになってきています。



【これから】
活動の実績を積み上げる

地域の子どもたちの力を借りる

自立した活動のための運営資金の
確保
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しかし、取り組まなければならない課題もあります。

一つ目は、活動の実績を積み上げて地域に定着をさせていくことです。
はじめて利用したい人が、安心して公民館へ電話ができることにつながります。

二つ目は、地域の子どもたちの力を借りて一緒に活動をしていくことです。
子どもたちにとっても、地域・ふるさと・まちへの愛着につながっていきます。

三つ目は、自立した活動のための運営資金の確保です。
今は無料で活動をしていますが、自立した活動に必要な運営資金を確保するために、今後は有料にしていくことも考える必要があります。



まとめ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
では、まとめに入ります。



地域の活性化

■つながりを生み出す視点で
取り組む

■子どもたちも共に活動

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
地域活性化で大切にしたいポイントは、
【人や地域との「つながり」を生み出す視点を持って取り組む】ことです。

地域には自分の力を何かに役立てたい、人の役に立ちたいと思う人が多く存在しています。そうした人たちが活躍できる場を作りだし、そこでの活動を通して、生きがい・やりがいを感じる人が増え、その活動が地域に広がっていくことが大切です。

さらに、大人だけでなく子どもたちも地域の一員として活動することが、『人』が地域をつくる原動力になります。

《※クリック》　そのことが、地域の活性化につながります。

それぞれの地域の課題解決に向けた活動に関わる人が育ち、その活動を支援するために、岡山市の公民館は、これからも「人が学びつながる」ことを視点とした地域活性化につながる活動に取り組んでいきます。

以上で岡山市の公民館の報告を終わります。ありがとうございました。
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